
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して画像データを生成すると共に前記画像データを送信するための第１の
通信手段を有する撮像装置から前記画像データを直接受信可能な第２の通信手段を有する
印刷装置であって、
　前記撮像装置から前記第１の通信手段を介して送信された画像データを前記第２の通信
手段を介して直接受信した後保存するための画像メモリーと、
　前記画像データを所定の印刷用データに変換するデータ変換プログラムを前記撮像装置
とは異なる情報処理装置の第３の通信手段から前記第２の通信手段を用いて直接受信し保
存するためのデータ変換プログラム記憶手段と、
　前記情報処理装置から前記第２の通信手段を介して デ
ータ変換プログラム記憶手段に記憶された 、前記撮像装置

前記画像メモリーに記憶
された画像データを 所定の印刷用データに変換して
印刷する印刷手段と
を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記撮像装置の第１、第２および第３の通信手段は、無線通信手段からなることを特徴
とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項３】
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前記データ変換プログラムが前記
ことに応じて に対して画像デー

タの送信を要求し、前記要求に応じて前記撮像装置から受信して
、前記データ変換プログラムを用いて



　前記データ変換プログラムは、ＴＩＦＦ形式またはＪＰＥＧ形式の画像データを印刷用
データに変換することを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記撮像装置の第１、第２および第３の通信手段は、シリアル有線通信手段からなるこ
とを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記データ変換プログラムは、圧縮された画像データを解凍してＹＭＣＫの各色データ
に変換することを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項６】
　被写体を撮像して画像データを生成すると共に前記画像データを送信するための第１の
通信手段を有する撮像装置から前記画像データを直接受信可能な第２の通信手段を有する
印刷装置のための印刷方法であって、
　

　

　 前記撮像装置から前記第１の通信手段を介して送信された画像デ
ータを前記第２の通信手段を介して直接受信した後保存するための画像保存ステップと
　前記データ変換プログラム保存ステップによって保存されたデータ変換プログラムによ
って前記画像保存ステップで保存された画像データを所定の印刷用データに変換して印刷
する印刷ステップと
を有することを特徴とする印刷方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、撮像装置で撮像された画像を印刷出力するため 刷装置 に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、デジタルカメラで撮像された画像をプリンタで印刷出力するための画像プリント
システムには、パーソナルコンピュータ（以下、ＰＣという）が用いられ、ＰＣは撮像装
置から画像データを取り込み、該画像データをプリンタが印刷処理可能なプリントデータ
に変換してプリンタへ出力する。
【０００３】
この画像プリントシステムについて図２１を参照しながら具体的に説明する。図２１は従
来の画像プリントシステムの構成例を示す図である。
【０００４】
画像プリントシステムは、図２１に示すように、デジタルカメラ１００１と、ＰＣ１００
２と、プリンタ１００３とから構成され、デジタルカメラ１００１とＰＣ１００２とは例
えばＲＳ２３２Ｃなどの通信ケーブル１００４を介して通信可能に接続され、ＰＣ１００
２とプリンタ１００３とは例えばセントロニクスなどの通信ケーブル１００５を介して通
信可能に接続されている。
【０００５】
デジタルカメラ１００１で撮像した画像は画像データとしてデジタルカメラ１００１に装
着されているフラッシュメモリに一時的に蓄積される。この撮像した画像を印刷出力する
ときには、まず、デジタルカメラ１００１とＰＣ１００２とが通信ケーブル１００４で接
続され、ＰＣ１００２上において通信ソフトウェアが起動される。次いで、この通信ソフ
トウェアによりデジタルカメラ１００１内の通信ソフトウェアとの間で通信が行われ、デ
ジタルカメラ１００１のフラッシュメモリに蓄積されている画像データが通信ケーブル１
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前記画像データを所定の印刷用データに変換するデータ変換プログラムを前記撮像装置
とは異なる情報処理装置の第３の通信手段から前記第２の通信手段を用いて直接受信し保
存するためのデータ変換プログラム保存ステップと、

前記データ変換プログラム保存ステップによって前記データ変換プログラムを受信した
ことに応じて、前記撮像装置に画像データの送信要求を送信する送信ステップと、

前記送信要求に応じて
、

の印 および印刷方法



００４を介してＰＣ１００２に伝送される。この伝送された画像データはＰＣ１００２の
ハードディスクなどに一時的に蓄積される。
【０００６】
デジタルカメラ１００１からの画像データがＰＣ１００２に取り込まれると、ＰＣ１００
２上においてプリンタ１００３用のプリンタドライバが起動され、このプリンタドライバ
によりデジタルカメラ１００１から取り込まれた画像データはプリンタ１００３が印刷処
理可能なプリントデータに変換された後に通信ケーブル１００５を介してプリンタ１００
３に出力される。プリンタ１００３は、通信ケーブル１００５を介してプリントデータを
取り込み、このプリントデータに基づき該プリントデータが示す画像を印刷用紙に印刷し
て出力する。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述の従来の画像プリントシステムでは、デジタルカメラ１００１の画像データ
をＰＣ１００２に取り込むための通信ケーブル１００４の接続、通信ソフトウェアの起動
、取り込んだ画像データをプリントデータに変換して出力するためのプリンタドライバの
起動などのＰＣ１００２上における操作、作業が必要であるから、デジタルカメラで撮像
された画像の印刷出力を得るための操作に繁雑な手間が掛り、面倒である。
【０００８】
　本発明の目的は、操作に手間を掛けることなく、撮像装置で撮像された画像を印刷装置
で印刷出力することができる を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、被写体を撮像して画像データを生成すると共に前記画像データ
を送信するための第１の通信手段を有する撮像装置から前記画像データを直接受信可能な
第２の通信手段を有する印刷装置であって、前記撮像装置から前記第１の通信手段を介し
て送信された画像データを前記第２の通信手段を介して直接受信した後保存するための画
像メモリーと、前記画像データを所定の印刷用データに変換するデータ変換プログラムを
前記撮像装置とは異なる情報処理装置の第３の通信手段から前記第２の通信手段を用いて
直接受信し保存するためのデータ変換プログラム記憶手段と、前記情報処理装置から前記
第２の通信手段を介して データ変換プログラム記憶手段
に記憶された 、前記撮像装置

前記画像メモリーに記憶された画像データを
所定の印刷用データに変換して印刷する印刷手段とを有する

ことを特徴とする。
【００１１】
　請求項２記載の発明は、

【００１２】
　請求項３記載の発明は、

【００１３】
　請求項４記載の発明は、

【００１４】
　請求項５記載の発明は、

【００１５】
　請求項６記載の発明は、被写体を撮像して画像データを生成すると共に前記画像データ
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印刷装置および印刷方法

前記データ変換プログラムが前記
ことに応じて に対して画像データの送信を要求し、前記要求

に応じて前記撮像装置から受信して 、前記デ
ータ変換プログラムを用いて

請求項１記載の印刷装置において、前記撮像装置の第１、第２
および第３の通信手段は、無線通信手段からなることを特徴とする。

請求項１記載の印刷装置において、前記データ変換プログラム
は、ＴＩＦＦ形式またはＪＰＥＧ形式の画像データを印刷用データに変換することを特徴
とする。

請求項１記載の印刷装置において、前記撮像装置の第１、第２
および第３の通信手段は、シリアル有線通信手段からなることを特徴とする。

請求項１記載の印刷装置において、前記データ変換プログラム
は、圧縮された画像データを解凍してＹＭＣＫの各色データに変換することを特徴とする
。



を送信するための第１の通信手段を有する撮像装置から前記画像データを直接受信可能な
第２の通信手段を有する印刷装置のための印刷方法であって、

前記撮像装置から前記第１の通信手段を介して送信
された画像データを前記第２の通信手段を介して直接受信した後保存するための画像保存
ステップと 前記データ変換プログラム保存ステップによって保存されたデータ変換プロ
グラムによって前記画像保存ステップで保存された画像データを所定の印刷用データに変
換して印刷する印刷ステップとを有することを特徴とする。
【００４２】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態について図を参照しながら説明する。
【００４３】
（実施の第１形態）
図１は本発明の画像プリントシステムの実施の第１形態の構成を示すブロック図である。
【００４４】
画像プリントシステムは、図１に示すように、赤外線Ｉ／Ｆ（赤外線インタフェイス）１
０３が設けられているデジタルスチルカメラ（以下、デジタルカメラという）１０１と、
赤外線Ｉ／Ｆ１０４が設けられているプリンタ１０２とを備え、デジタルカメラ１０１と
プリンタ１０２との間では、それぞれの赤外線Ｉ／Ｆ１０３，１０４を介して赤外線１０
５をやり取りすることにより通信が行われる。デジタルカメラ１０１は撮像した画像の画
像データをフラッシュメモリに蓄積し、このフラッシュメモリに蓄積された画像データを
印刷出力するときには、この画像データが赤外線Ｉ／Ｆ１０３からの赤外線１０５により
搬送される。この赤外線１０５はプリンタ１０２の赤外線Ｉ／Ｆ１０４で受光され、この
赤外線から画像データが取り出される。取り出された画像データはプリンタ１０２上で起
動されたプリントデータ変換ソフトにより印刷処理可能なプリントデータに変換され、こ
のプリントデータに基づき該データに対応する画像の印刷出力が行われる。
【００４５】
このプリントデータ変換ソフトはデジタルカメラ１０１に搭載され、画像の印刷出力前に
デジタルカメラ１０１から赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプリンタ１０２に送信される。プ
リンタ１０２はデジタルカメラ１０２から送信されたプリントデータ変換ソフトを赤外線
Ｉ／Ｆ１０４を介して取り込み、メモリなどに保持する。このプリントデータ変換ソフト
とは、例えばＴＩＦＦ形式、ＪＰＥＧ形式などのデジタルカメラ１０１が採用するデータ
形式の画像データをプリンタ１０２が処理可能なデータ形式のプリントデータに変換する
プログラムからなり、例えばデジタルカメラ１０１が採用するデータ形式がＴＩＦＦ形式
でありプリンタ１０２がインクジェットプリンタであるときには、ＴＩＦＦ形式の画像デ
ータはＹＭＣＫの各色データに変換される。また、プリントデータ変換ソフトには、画像
データが圧縮されているときに該画像データを解凍するための処理が記述されている。さ
らに、プリントデータ変換ソフトには、各種プリントモードを設定するためのモード設定
処理が含まれ、設定されたモードに応じて画像データを設定されたモードに対応するプリ
ントデータに変換することが可能である。
【００４６】
なお、本プリンタ１０２は上述したようにデジタルカメラ１０２に対してはその画像デー
タを直接取り込みプリント出力を行うが、これに加えてパーソナルコンピュータと接続ケ
ーブルを介して接続し、この接続ケーブルを介して入力されるパーソナルコンピュータ上
で作成された画像、文書などをプリント出力する機能を合わせて搭載することによって、
汎用性を有する装置として構成することもできる。
【００４７】
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前記画像データを所定の印
刷用データに変換するデータ変換プログラムを前記撮像装置とは異なる情報処理装置の第
３の通信手段から前記第２の通信手段を用いて直接受信し保存するためのデータ変換プロ
グラム保存ステップと、前記データ変換プログラム保存ステップによって前記データ変換
プログラムを受信したことに応じて、前記撮像装置に画像データの送信要求を送信する送
信ステップと、前記送信要求に応じて

、



次に、デジタルカメラおよびプリンタの詳細な構成について図２ないし図４を参照しなが
ら説明する。図２は図１のデジタルカメラの構成を示すブロック図、図３は図１のプリン
タの構成を示すブロック図、図４は図１のデジタルカメラの背面側を示す外観図である。
【００４８】
デジタルカメラ１０１は、図２に示すように、画像を撮像し、該画像を示す画像信号を生
成する撮像部２０５を有し、撮像部２０５で生成された画像信号は色処理変換部２０６に
与えられる。色処理変換部２０６は色変換処理により画像信号を画像データに変換し、こ
の画像データは画像メモリ２０７に一旦蓄積される。画像メモリ２０７に蓄積された画像
データは液晶制御部２０９へまたは内部バス２１４を介してフラッシュメモリ２０４へ送
出される。
【００４９】
液晶制御部２０９は、画像メモリ２０７から入力された画像データまたはＣＰＵ２０１か
らのデータを液晶表示２０８に表示するように液晶表示部２０８を駆動し、この駆動によ
って、液晶表示部２０８はファインダまたはモニタなどとして使用される。この液晶表示
部２０８に表示されるＣＰＵ２０１からのデータとしては、撮影モードなどの各種設定情
報、時刻情報などがあり、この時刻情報は計時装置２１５から取得される。この計時装置
２１５はカレンダー機能を有し、デジタルカメラ１０１の電源オフ時に計時動作を続行可
能なように二次電池２１６でバックアップされている。
【００５０】
フラッシュメモリ２０４は画像メモリ２０７から入力された画像データを蓄積し、フラッ
シュメモリ２０４に蓄積された画像データは内部バス２１４を介して赤外線Ｉ／Ｆ１０３
に転送される。
【００５１】
赤外線Ｉ／Ｆ１０３は、内部バス２１４に接続されている IrDA通信制御部２１２と、赤外
線トランシーバ２１３とから構成されている。 IrDA通信制御部２１２は、赤外線通信方式
のひとつである IrDA（ Infrared Data Association)方式に基づき変復調やシリアル通信制
御を行い、この通信制御に従って赤外線トランシーバ２１３との間で信号の送受を行う。
赤外線トランシーバ２１３は、 IrDA通信制御部２１２から受けた信号を対応する赤外線に
変換し、該赤外線を赤外線１０５として送出し、また赤外線１０５を受信して信号に変換
し、該信号を IrDA通信制御部２１２に送出する。この IrDA方式は赤外線を利用した半二重
通信であり、データを双方向で通信することが可能である。
【００５２】
上述の各ブロックは内部バス２１４を介してＣＰＵ２０１に接続され、ＣＰＵ２０１は、
ＲＯＭ２０２に格納されている制御プログラムを読み出し、実行することによって上述の
各ブロックに対する制御を行う。このＣＰＵ２０１の制御に伴うデータの一時格納領域、
演算処理の作業領域としてはＲＡＭ２０３が用いられている。この制御プログラムには、
カメラ全体の制御を記述したシステムプログラムと、撮影モードなどの個別制御が記述さ
れた複数の個別プログラムとが含まれ、各プログラムはスイッチ群２１１の操作状態に応
じて読み出され実行される。また、ＲＯＭ２０２には上述の制御プログラムとともにプリ
ントデータ変換ソフトが予め格納され、このプリントデータ変換ソフトはプリンタ１０２
からの要求に応じて読み出されてプリンタ１０２に送出される。
【００５３】
スイッチ群２１１には、後述するように、シャッタースイッチ、モード切換スイッチ、電
源スイッチ、画像データ選択スイッチなどの各スイッチが含まれている。スイッチ群２１
１の各スイッチの操作状態は入力ポート２１０を介してＣＰＵ２０１に送出される。
【００５４】
このデジタルカメラ１０１においては、図４に示すように、ボディ４０１の上面にスイッ
チ群２１１を成すシャッタースイッチ４０４、モード切換スイッチ４０５、画像選択スイ
ッチ４０６、電源スイッチ４０７、プリントスイッチ４０８などが配置されている。シャ
ッタースイッチ４０４は、撮像２０５の撮像タイミングを指示するためのスイッチであり
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、モード切換スイッチ４０５は撮像モード／再生モードの切換を行うためのスイッチであ
る。画像選択スイッチ４０６は再生モード設定時において液晶表示部に表示する画像をフ
ラッシュメモリ２０４の画像の中から選択するためのスイッチであり、電源スイッチ４０
７は電源のオン、オフを行うためのスイッチである。プリントスイッチ４０８はプリント
出力するための画像データをプリンタ１０２に送信することを指示するためのスイッチで
ある。また、ボディ４０１側面には、赤外線トランシーバ２１３からまたはプリンタ１０
２からの赤外線が入出射する送受窓４０３が形成され、この送受窓４０３にはフィルタが
嵌め込まれている。さらに、ボディ４０１背面には、液晶表示部２０８がその画面４０２
を外部に露出するように配置されている。
【００５５】
プリンタ１０２は、図３に示すように、上述したように赤外線Ｉ／Ｆ１０４を有し、赤外
線Ｉ／Ｆ１０４は、デジタルカメラ１０１の赤外線Ｉ／Ｆ１０３と同様に、内部バス３１
０に接続されている IrDA通信制御部３０５と、赤外線トランシーバ３０４とから構成され
ている。 IrDA通信制御部３０５は、 IrDA方式に基づき変復調やシリアル通信制御を行い、
この通信制御により赤外線トランシーバ３０４との間で信号の送受を行う。赤外線トラン
シーバ３０４は、 IrDA通信制御部３０５から受けた信号を対応する赤外線に変換し、該赤
外線を赤外線１０５として送出し、また赤外線１０５を受信して信号に変換し、該信号を
IrDA通信制御部３０５に送出する。
【００５６】
赤外線Ｉ／Ｆ１０４でデジタルカメラ１０１からのプリントデータ変換ソフトを受信する
と、プリントデータ変換ソフトは内部バス３１０を介してＲＡＭ３０３に一旦格納された
後に読み出されてＣＰＵ３０１により起動され、プリンタ１０２にはデジタルカメラ１０
１の画像データを印刷処理可能なプリントデータへ変換可能な環境が構築される。赤外線
Ｉ／Ｆ１０４でデジタルカメラ１０１からの画像データを受信すると、受信した画像デー
タは起動されたプリントデータ変換ソフトに従うＣＰＵ３０１の処理によりプリントデー
タに変換され、このプリンタデータは内部バス３１０を介してプリンタエンジン制御回路
３０８に転送される。
【００５７】
プリンタエンジン制御回路３０８は、プリントデータに基づきプリンタエンジン３０９の
駆動を制御し、この制御によりプリンタエンジン３０９は、プリンタデータに対応する画
像を用紙に印刷して出力する。
【００５８】
ＣＰＵ３０１は上述の各ブロックと内部バス３１０を介して接続されているとともに、上
述のプリンタデータ変換ソフトの実行とともに、各ブロックに対する制御をＲＯＭ３０２
に格納されている制御プログラムに従い実行する。このＣＰＵ３０１の制御に伴うデータ
の一時格納領域、演算処理の作業領域としてはＲＡＭ３０３が用いられている。ＲＯＭ３
０２に格納されている制御プログラムには、プリンタ全体の制御を記述したシステムプロ
グラムと、各ブロックに対する個別制御が記述された複数の個別プログラムとが含まれ、
各個別プログラムはスイッチ群３０７の操作状態に応じて読み出され実行される。
【００５９】
スイッチ群３０７には、モード切換スイッチ、電源スイッチ、排紙スイッチなどの各スイ
ッチが含まれている。スイッチ群３０７の各スイッチの操作状態は入力ポート３０６を介
してＣＰＵ３０１に送出される。
【００６０】
また、ＣＰＵ３０１はカレンダー機能を有する計時装置３１１から時刻情報を取得し、こ
の時刻情報を用いてプリンタジョブの管理を行う。計時装置３１１はプリンタ１０２の電
源オフ時に計時動作を続行可能なように二次電池３１２でバックアップされている。
【００６１】
次に、デジタルカメラ１０１で撮像した画像をプリンタ１０２でプリントアウトする場合
の動作について図５ないし図８を参照しながら説明する。図５および図６は図１のデジタ
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ルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合におけるデジタルカメラの
ＣＰＵによる制御動作を示すフローチャート、図７および図８は図１のデジタルカメラで
撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合におけるプリンタのＣＰＵによる制御
動作を示すフローチャート、図９は図１のデジタルカメラにおけるプリントモードの選択
画面表示例を示す図、図１０は図１のデジタルカメラに適用可能な他のモードの選択画面
表示例を示す図である。
【００６２】
デジタルカメラ１０１で撮像した画像をプリンタ１０２でプリントアウトする場合にデジ
タルカメラ１０１においては、ＣＰＵ２０１により所定の手順に従う制御動作が行われる
。まず、図５に示すように、ステップＳ５０１でスイッチ４０８の押下により出されたプ
リンタ１０２との通信開始指示を受けて赤外線Ｉ／Ｆ１０３の IrDA通信制御部２１２に通
信を開始するように指示し、 IrDAの通信プロトコルに従いプリンタ１０２との通信コネク
ションを赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介して設定する。
【００６３】
次いで、ステップＳ５０２に進み、プリンタ１０２からのプリントデータ変換ソフト要求
を待ち、プリンタ１０２からのプリントデータ変換ソフト要求を受信すると、ステップＳ
５０３でこのプリンタデータ変換ソフト要求に応答してプリントデータ変換ソフトをＲＯ
Ｍ２０２から読み出して赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプリンタ１０２に送信する。
【００６４】
続くステップＳ５０４では、液晶制御部２０９にプリントモード設定用ダイヤログデータ
を送出し、プリントモード設定用ダイヤログデータを液晶表示部２０８に表示するように
液晶制御部２０９を制御する。この制御により液晶表示部２０８の表示画面４０２には、
例えば図９に示すように、ＨＱモード、ＨＳモードの各プリントモードの選択画面が表示
される。このＨＱモードとは高品位印刷を指示するモードであり、ＨＳモードとは高速印
刷を指示するモードである。
【００６５】
次いで、ステップＳ５０５に進み、入力ポート２１０を介してスイッチ群２１１の各スイ
ッチの操作状況を監視する監視処理を開始し、続くステップＳ５０６で、スイッチ４０８
の押下後にプリントモードの選択スイッチとして割り当てられたモード切換スイッチ４０
５、画像データ選択スイッチ４０６、プリントスイッチ４０８の押下を待つ。いずれかの
スイッチが押下されると、ステップＳ５０７で押下されたスイッチにより選択指示された
モードがＨＱモードであるか否かを判定し、選択指示されたモードがＨＱモードであると
きにはステップＳ５０８に進み、ＨＱモードの設定要求を赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプ
リンタ１０２に送信する。選択指示されたモードがＨＱモードでないときには、選択指示
されたモードがＨＳモードであると判定されてステップＳ５０９に進み、ＨＳモードの設
定要求を赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプリンタ１０２に送信する。
【００６６】
選択指示されたプリントモードの設定要求を送信した後、ステップＳ５１０でプリンタ１
０２からの画像データ送信要求を待ち、プリンタ１０２からの画像データ送信要求を受信
すると、図６に示すステップＳ５１１に進む。
【００６７】
ステップＳ５１１では、フラッシュメモリ２０４から画像データを読み出し、該画像デー
タを赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプリンタ１０２に送信する。具体的には、フラッシュメ
モリ２０４に蓄積されている画像データを内部バス２１４を介して IrDA通信制御部２１２
に転送し、 IrDA通信制御部２１２で転送された画像データを変調された信号に変換した後
に赤外線トランシーバ２１３に出力し、赤外線トランシーバ２１３で変調された信号に対
応する赤外線１０５を送信するこにより、画像データのプリンタ１０２への送信が行われ
ることになる。
【００６８】
画像データの送信が完了すると、ステップＳ５１２に進み、デジタルカメラ１０１とプリ
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ンタ１０２との間の通信切断要求を赤外線Ｉ／Ｆ１０３を介してプリンタ１０２に送信し
、続くステップＳ５１３では、プリンタ１０２との通信コネクションを切断する赤外線通
信切断処理を IrDAの通信プロトコルに従って行い、本処理を終了する。
【００６９】
これに対し、プリンタ１０２においては、ＣＰＵ３０１により所定の手順に従う制御動作
が行われる。まず、図７に示すように、ステップＳ６０１でデジタルカメラ１０１との通
信開始指示を受けて赤外線Ｉ／Ｆ１０４の IrDA通信制御部３０５に通信を開始するように
指示し、 IrDAの通信プロトコルに従いデジタルカメラ１０１との通信コネクションを赤外
線Ｉ／Ｆ１０４を介して設定する。
【００７０】
次いで、ステップＳ６０２に進み、デジタルカメラ１０１へプリントデータ変換ソフト要
求を赤外線Ｉ／Ｆ１０４を介して送信し、続くステップＳ６０３でデジタルカメラ１０１
からのプリントデータ変換ソフトの受信を待つ。プリントデータ変換ソフトの受信が開始
されると、ステップＳ６０４に進み、プリンタデータ変換ソフトを受信し、受信したプリ
ントデータ変換ソフトをＲＡＭ３０３に格納する。
【００７１】
プリントデータ変換ソフトの受信が完了すると、ステップＳ６０５に進み、プリントデー
タ変換ソフトを起動し、デジタルカメラ１０１の画像データのプリント可能環境をプリン
タ１０２内に構築する。
【００７２】
次いで、ステップＳ６０６に進み、デジタルカメラ１０１からのプリントモード設定要求
を待ち、プリントモード設定要求を受信すると、ステップＳ６０７で要求されたプリント
モードがＨＱモードであるか否かを判定し、要求されたプリントモードがＨＱモードであ
るときには、図８に示すステップＳ６０８に進み、要求されたプリントモードがＨＱモー
ドでないときには、要求されたプリントモードがＨＳモードであると判定して図８に示す
ステップＳ６１４に進む。
【００７３】
ステップＳ６０８では、図８に示すように、プリントデータ変換ソフトに対しプリントモ
ードをＨＱモードに設定する。このＨＱモードの設定によりデジタルカメラ１０１からの
画像データをＨＱモードに対応するプリントデータへ変換する環境が設定される。続くス
テップＳ６０９では、デジタルカメラ１０１に対し画像データ送信要求を赤外線Ｉ／Ｆ１
０４を介して送信する。
【００７４】
次いで、ステップＳ６１０で画像データ送信要求に応答してデジタルカメラ１０１から送
信された赤外線１０５を受信し、この赤外線１０５から画像データを取り出し、続くステ
ップＳ６１１で画像データをＨＱモードに対応するプリントデータに変換し、そしてステ
ップＳ６１２でＨＱモードに対応するプリンタエンジン制御を行い、このＨＱモードのプ
リントデータをプリンタエンジン制御回路３０８に内部バス３１０を介して転送する。次
いでステップＳ６１３で画像データの受信が終了したか否かを判定し、画像データの受信
が終了していないときには、上述のステップＳ６１０に戻り、該ステップからステップＳ
６１３までの処理を画像データの受信が終了するまで繰り返す。
【００７５】
画像データの受信が終了すると、ステップＳ６２０に進み、デジタルカメラ１０１からの
通信切断要求を受信するまで待ち、通信切断要求を受信すると、ステップＳ６２１で、デ
ジタルカメラ１０１との通信コネクションを赤外線Ｉ／Ｆ１０４を介して切断する赤外線
通信切断処理を IrDAの通信プロトコルに従って行い、本処理を終了する。
【００７６】
ステップＳ６１４では、図８に示すように、プリントデータ変換ソフトに対しプリントモ
ードをＨＳモードに設定する。このＨＳモードの設定によりデジタルカメラ１０１からの
画像データをＨＳモードに対応するプリントデータへ変換する環境が設定される。続くス
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テップＳ６１５では、デジタルカメラ１０１に対し画像データ送信要求を赤外線Ｉ／Ｆ１
０４を介して送信する。
【００７７】
次いで、ステップＳ６１６で画像データ送信要求に応答してデジタルカメラ１０１から送
信された赤外線１０５を受信し、この赤外線１０５から画像データを取り出し、続くステ
ップＳ６１７で画像データをＨＳモードに対応するプリントデータに変換し、そしてステ
ップＳ６１８でＨＳモードに対応するプリンタエンジン制御を行い、このＨＳモードのプ
リントデータをプリンタエンジン制御回路３０８に内部バス３１０を介して転送する。次
いでステップＳ６１９で画像データの受信が終了したか否かを判定し、画像データの受信
が終了していないときには、上述のステップＳ６１６に戻り、該ステップからステップＳ
６１９までの処理を画像データの受信が終了するまで繰り返す。
【００７８】
画像データの受信が終了すると、ステップＳ６２０に進み、デジタルカメラ１０１からの
通信切断要求を受信するまで待ち、通信切断要求を受信すると、ステップＳ６２１で、デ
ジタルカメラ１０１との通信コネクションを赤外線Ｉ／Ｆ１０４を介して切断する赤外線
通信切断処理を IrDAの通信プロトコルに従って行い、本処理を終了する。
【００７９】
このように、本実施の形態の画像プリントシステムでは、デジタルカメラ１０１で撮像し
た画像をプリンタ１０２でプリントアウトする場合、デジタルカメラ１０１とプリンタ１
０２との間で、それぞれの赤外線Ｉ／Ｆ１０３，１０４を介して赤外線１０５をやり取り
することにより通信コネクションを設定し、プリントデータ変換ソフトを赤外線１０５に
よりプリンタ１０２に送信し、プリンタ１０２上でプリントデータ変換ソフトを起動した
後に、デジタルカメラ１０１から画像データを赤外線１０５によりプリンタ１０２に送信
し、プリンタ１０２上で起動されたプリントデータ変換ソフトにより画像データをプリン
トデータに変換するから、従来のようにパーソナルコンピュータをデジタルカメラ１０１
とプリンタ１０２との間に介在させることなくデジタルカメラ１０１で撮像した画像をプ
リンタ１０２から直接プリントアウトすることができ、デジタルカメラ１０１で撮像した
画像のプリンアウトのための操作に手間が掛からない。
【００８０】
なお、本実施の形態では、プリントモードの設定において、ＨＱモードとＨＳモードとの
内のいずれか一方のモードを選択する例について説明したが、他のモードを設定するよう
に構成することも可能である。例えば、プリンタがインクジェットプリンタからなるとき
には、疑似中間調処理を行う必要がある。この疑似中間調処理にいくつかの種類があり、
その例としてはＥＤ（誤差拡散方法）、ディザ法などがあり、この疑似中間調処理の種類
を選択可能なようにすることも可能である。疑似中間調処理の種類を選択するために上述
のプリントモードの選択と同様に、図１０に示すように、液晶表示部２０８の表示画面４
０２にＥＤ、ディザのダイヤログを表示し、いずれか一方をスイッチ操作で選択すること
により、ユーザが所望する種類の疑似中間調処理を設定することができる。
【００８１】
また、上述の設定の以外に、カラーマッチングの設定などの他のモード設定を行うことも
可能であり、このモード設定毎に対応するダイヤログを液晶表示部２０８に表示してスイ
ッチ操作に応じて選択指示を行うようにすれば、各種のモード設定を容易に行うことがで
きるようになる。
【００８２】
さらに、本実施の形態では、デジタルカメラ１０１にプリントデータ変換ソフトを搭載し
、デジタルカメラ１０１で撮像した画像をプリンタ１０２でプリントアウトする際にプリ
ントデータ変換ソフトをプリンタ１０２に送信するようにしているが、これに代えて、デ
ジタルカメラ１０１の画像データに対応するプリントデータ変換ソフトをプリンタ１０２
に予め搭載するように構成することもできる。また、プリントデータ変換ソフトの全てを
プリンタ１０２に搭載せずにその一部を搭載し、他の部分をデジタルカメラ１０１に搭載
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し、デジタルカメラ１０１で撮像した画像をプリンタ１０２でプリントアウトする際にプ
リントデータ変換ソフトの他の部分をプリンタ１０２に送信するようにしてもよい。例え
ばＪＰＥＧ形式で圧縮された画像データを解凍するソフト部分のみをデジタルカメラ１０
１から転送するようにし、解凍後の画像データをプリントデータに変換するソフト部分を
プリンタ１０２に搭載するようにしてもよい。
【００８３】
さらに、本実施の形態では、 IrDA方式の赤外線通信方式を用いているが、これに代えて例
えば ASK方式の赤外線通信方式を用いることもできる。また、音波、電波を利用した他の
無線通信方式を用いることもでき、例えば、ＰＨＳなどの時分割デジタル通信方式、スプ
クトラム拡散方式などの電波方式を用いることができる。
【００８４】
さらに、本実施の形態では、プリンタ１０２においてプリンタデータ変換ソフトをＲＡＭ
３０２に格納するようにしているが、これに代えてハードディスク、メモリカードなどの
記憶手段を設け、この記憶手段にプリントデータ変換ソフトを格納するようにしてもよい
。
【００８５】
さらに、本実施の形態では、デジタルスチルカメラが撮像した画像をプリントアウトする
例について説明したが、デジタルビデオカメラのスチルモードで撮影した画像をプリント
アウトする場合にも適用可能であることはいうまでもない。
【００８６】
（実施の第２形態）
次に、本発明の実施の第２形態について図１１を参照しながら説明する。図１１は本発明
の画像プリントシステムの実施の第２形態の構成を示すブロック図である。
【００８７】
本実施の形態は、上述の実施の第１形態に対しプリントデータ変換ソフトをパーソナルコ
ンピュータからプリンタに転送する点で異なる。
【００８８】
本実施の形態の画像プリントシステムは、図１１に示すように、 IrDA方式の赤外線Ｉ／Ｆ
が設けられているデジタルカメラ（図示せず）と、 IrDA方式の赤外線Ｉ／Ｆ１０４が設け
られているプリンタ１０２とを備え、デジタルカメラとプリンタ１０２との間では、それ
ぞれの赤外線Ｉ／Ｆを介して赤外線をやり取りすることにより通信が行われる。デジタル
カメラで撮像した画像をプリントアウトするときには、デジタルカメラの画像データが赤
外線Ｉ／Ｆを介して送信され、プリンタ１０２は赤外線Ｉ／Ｆ１０４を介して画像データ
を受信する。取り出された画像データはプリンタ１０２上で起動されたプリントデータ変
換ソフトにより印刷処理可能なプリントデータに変換され、このプリントデータに基づき
該データに対応する画像のプリントアウトが行われる。
【００８９】
このプリントデータ変換ソフトはパーソナルコンピュータ（以下、ＰＣ）９０１に搭載さ
れ、プリンタ１０２からのプリントデータ変換ソフト送信要求に応答してＰＣ９０１から
その赤外線Ｉ／Ｆ９０２を介して赤外線９０３として送信される。プリンタ１０２はＰＣ
９０１から送信された赤外線９０３を赤外線Ｉ／Ｆ１０４を介して受信し、赤外線９０３
からプリントデータ変換ソフトを取り出す。このプリンタデータ変換ソフトはプリンタ１
０２内のＲＡＭに保持される。このＰＣ９０１に設けられている赤外線Ｉ／Ｆ９０２は Ir
DA方式によるものであり、このプリントデータ変換ソフトの送信のための通信プロトコル
は上述の実施の第１形態と同様に IrDA方式に基づきプロトコルが用いられる。
【００９０】
このプリントデータ変換ソフト送信要求を出すタイミングは、例えばプリンタ電源立ち上
げ完了後所定時間経過時点に設定されている。なお、このタイミングに代えて、例えば、
画像データの受信前の他の時期にプリントデータ変換ソフト送信要求を出すように設定す
ることもできる。また、プリントデータ変換ソフト受信要求をＰＣ９０１から出し、この
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要求に応答してプリンタ１０２が送信許可メッセージをＰＣ９０１に送出するようにする
こともできる。
【００９１】
（実施の第３形態）
次に、本発明の実施の第３形態について図１２を参照しながら説明する。図１２は本発明
の画像プリントシステムの実施の第３形態の構成示すブロック図である。
【００９２】
本実施の形態は、上述の実施の第１形態に対しデジタルカメラ１０１とプリンタ１０２と
の間の通信をシリアル有線通信手段を介して行う点で異なり、それ以外の構成は実施の第
１形態に同じである。
【００９３】
本実施の形態の画像プリントシステムでは、図１２に示すように、デジタルカメラ１０１
とプリンタ１０２とをシリアル通信ケーブル１２０１で接続し、このデジタルカメラ１０
１とプリンタ１０２との間におけるシリアル通信は USB(Univesal Serial Bus)方式に従っ
て行われる。この USB方式の通信方式により電力をプリンタ１０２からデジタルカメラ１
０１へ供給することも可能である。なお、この USB方式に代えて IEEE1394に規定の通信方
式を用いることもできる。
【００９４】
（実施の第４形態）
次に、本発明の実施の第４形態について図１３ないし図１７を参照しながら説明する。図
１３ないし図１５は本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるデジタルカ
メラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のデジタルカメラのＣＰＵによ
る制御動作を示すフローチャート、図１６は本発明の画像プリントシステムの実施の第４
形態におけるデジタルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のプリ
ンタのＣＰＵによる制御動作を示すフローチャート、図１７は本発明の画像プリントシス
テムの実施の第４形態におけるプリンタからの画像出力例を示す図である。
【００９５】
本実施の形態は、上述の実施の第１形態に対し、デジタルカメラ１０１において画像デー
タをプリントデータ変換ソフトによりプリントデータに変換し、このプリントデータとと
もに撮影時刻などの日付データを含む付加情報をプリンタに送信し、プリンタ１０２にお
いて受信したプリントデータに基づき該データに対応する画像を用紙にプリントするとと
もに、受信した付加情報を用紙における画像のプリント領域の外側領域にプリントする点
で異なり、デジタルカメラ１０１およびプリンタ１０２の構成およびそれらの間の通信方
式は同じである。
【００９６】
まず、デジタルカメラ１０１で撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のデジ
タルカメラ１０１のＣＰＵ２０１による制御動作の詳細について図１３ないし図１５を参
照しながら説明する。
【００９７】
デジタルカメラ１０１においては、図１３に示すように、ステップ１３０１で電源スイッ
チ４０８（図４に示す）の押下を待ち、電源スイッチ４０８が押下されると、ステップＳ
１３０２でこの電源スイッチ４０８の押下を入力ポート２１０を介して認識し、各ブロッ
クへの電源供給を行う。
【００９８】
次いで、ステップＳ１３０３でモード切換スイッチ４０５（図４に示す）の操作状態に基
づき撮影モードが設定されているか否かを判定し、撮影モードが設定されているときには
、ステップＳ１３０４に進み、撮像部２０５で撮像した画像を画像データに変換して画像
メモリ２０７に一旦に蓄積するとともに、この画像データを液晶制御部２０９に供給して
液晶表示部２０８に表示するように制御する。この画像データの液晶表示部２０８への表
示により液晶表示部２０８はファインダの役割を果たすことになる。
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【００９９】
続くステップＳ１３０５では、入力ポート２１０を介してシャッタースイッチ４０４（図
４に示す）が押下されたか否かを監視し、シャッタースイッチ４０４の押下が検出されな
いときには、再びステップＳ１３０３に戻り、該ステップからの処理を繰り返す。シャッ
タースイッチ４０４の押下が検出されると、ステップＳ１３０６に進み、画像メモリ２０
７の画像データを内部バス２１４を介してフラッシュメモリ２０４の第１の領域に転送し
て格納する。続くステップＳ１３０７では、計時装置２１５から日付データを取得し、こ
の日付データをフラッシュメモリ２０４の第１の領域に対応付けられている第２の領域に
格納する。
【０１００】
次いで、ステップＳ１３０８に進み、再度電源スイッチ４０４の押下の有無を入力ポート
２１０を介して検出し、電源スイッチ４０４の押下が検出されないときには、上述のステ
ップＳ１３０３に戻り、撮影モードの設定が継続していれば、ステップＳ１３０４からの
処理を繰り返す。なお、この繰返し可能数すなわち撮影可能回数はフラッシュメモリ２０
４の容量によって決定される。電源スイッチ４０４の押下が検出されると、ステップＳ１
３０９に進み、各ブロックへの電源供給を停止し、本処理を終了する。なお、計時装置２
１５は二次電池２１６によりバックアップされているから、この各ブロックへの電源供給
停止に関係なく計時動作を続行する。
【０１０１】
ステップＳ１３０３において撮影モードが設定されていないすなわち再生モードが設定さ
れていると判定されると、図１４に示すステップＳ１３１０に進む。ステップＳ１３１０
では、図１４に示すように、フラッシュメモリ２０４から画像データを読み出し、この画
像データを液晶制御部２０９に供給して液晶表示部２０８に表示するように制御する。こ
の画像データの液晶表示部２０８への表示により液晶表示部２０８はモニタの役割を果た
すことになる。
【０１０２】
続くステップＳ１３１１では、入力ポート２１０を介してプリントスイッチ４０８（図４
に示す）が押下されたか否かを検出し、プリントスイッチ４０８の押下が検出されないと
きには、図１５に示すステップＳ１３１８に進む。ステップＳ１３１８では、入力ポート
２１０を介して画像選択スイッチ４０６（図４に示す）が押下されたか否かを検出し、画
像選択スイッチ４０６の押下が検出されると、ステップＳ１３１９に進み、画像選択スイ
ッチ４０６の押下が検出されないと、再びステップＳ１３０３に戻る。ステップＳ１３１
９では、フラッシュメモリ２０４から次の画像データを読み出し、この画像データを液晶
制御部２０９に供給して液晶表示部２０８に表示するように制御し、この画像データを表
示した後ステップＳ１３１１に戻る。
【０１０３】
ステップＳ１３１１においてプリントスイッチ４０８の押下が検出されると、ステップＳ
１３１２に進み、プリントデータ変換ソフトによりフラッシュメモリ２０４から画像デー
タを読み出してプリントデータに変換し、続くステップＳ１３１３でプリンタデータを赤
外線Ｉ／Ｆ１０３から赤外線１０５によりプリンタ１０２へ送信する。この赤外線Ｉ／Ｆ
１０３からのプリントデータの送信は上述の実施の第１形態と同様に行われる。
【０１０４】
プリントデータの送信後、ステップＳ１３１４に進み、フラッシュメモリ２０４から画像
データに対応付けられている日付データを読み出して文字コードに変換し、この文字コー
ドを赤外線Ｉ／Ｆ１０３から赤外線１０５によりプリンタ１０２に送信するとともに、続
くステップＳ１３１５でＲＯＭ２０２に予め格納されているデジタルカメラ名称を読み出
して文字コードに変換し、この文字コードを赤外線Ｉ／Ｆ１０３から赤外線によりプリン
タ１０２に送信する。
【０１０５】
次いで、ステップＳ１３１６に進み、再度電源スイッチ４０４の押下の有無を入力ポート
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２１０を介して検出し、電源スイッチ４０４の押下が検出されないときには、上述のステ
ップＳ１３１８（図１５に示す）に戻り、ここで画像選択スイッチ４０６の押下が検出さ
れると、ステップＳ１３１９に進み、フラッシュメモリ２０４から次の画像データを読み
出し、この画像データを液晶制御部２０９に供給して液晶表示部２０８に表示するように
制御し、この画像データを表示した後ステップＳ１３１１に戻り、ここでプリントスイッ
チ４０８が押下されれば、この次の画像データはプリントデータに変換された後にプリン
タ１０２へ送信されることになる。
【０１０６】
ステップＳ１３１６において電源スイッチ４０４の押下が検出されると、ステップＳ１３
１７に進み、各ブロックへの電源供給を停止し、本処理を終了する。
【０１０７】
これに対し、プリンタ１０２においては、図１６に示すように、まずステップＳ１６０１
で赤外線の受信を待ち、赤外線を受信すると、ステップＳ１６０２で受信した赤外線が示
すデータがプリントデータであるか否かを判定する。プリントデータであれば、ステップ
Ｓ１６０３でこの受信したプリントデータをＲＡＭ３０３に一旦格納し、続くステップＳ
１６０４でＲＡＭ３０３に格納したプリントデータをプリンタエンジン制御回路３０８へ
内部バス３１０を介して転送する。プリントデータを受けたプリンタエンジン制御回路３
０８は、該プリントデータに基づき対応する画像を用紙にプリントするようにプリンタエ
ンジン３０９を制御する。
【０１０８】
次いでステップＳ１６０５に進み、プリントデータのプリントが終了したか否かを判定し
、プリントデータのプリントが終了していないときにはステップＳ１６０１に戻り、該ス
テップＳ１６０１からステップＳ１６０５までの処理をプリントデータのプリントが終了
するまで繰り返す。
【０１０９】
プリントデータのプリントが終了すると、ステップＳ１６０６に進み、デジタルカメラ１
０１からプリントデータの次に送信された文字コード情報を受信するまで待ち、文字コー
ド情報を受信すると、ステップＳ１６０７に進み、受信した文字コード情報に対応するフ
ォントデータをＲＯＭ３０２から読み出し、続くステップＳ１６０８で読み出したフォン
トデータをプリンタエンジン制御回路３０８へ内部バス３１０を介して転送する。フォン
トデータを受けたプリンタエンジン制御回路３０８は、該フォントデータに基づき対応す
る文字を用紙における画像プリント領域の外側領域にプリントするようにプリンタエンジ
ン３０９を制御する。
【０１１０】
次いでステップＳ１６０９に進み、文字コード情報のプリントが終了したか否かを判定し
、文字コード情報のプリントが終了していないときにはステップＳ１６０１に戻り、該ス
テップＳ１６０１からステップＳ１６０２およびステップＳ１６０６を経てステップＳ１
６０９までの処理を文字コード情報のプリントが終了するまで繰り返す。
【０１１１】
文字コード情報のプリントが終了すると、ステップＳ１６１０に進み、 IrDAの通信プロト
コルに従いデジタルカメラ１０１との通信コネクションを切断し、用紙を出力して本処理
を終了する。
【０１１２】
このようにして、デジタルカメラで撮像された画像（液晶表示部に表示された選択画像）
と該画像のプリント領域の外側領域に日付情報とともにデジタルカメラ名称とがプリント
されている用紙がプリンタから出力される。例えば、図１７に示すように、出力された用
紙７０１には、デジタルカメラで撮像された画像（液晶表示部に表示された選択画像）７
０２がプリントされ、このプリントされた画像７０２のプリント領域の外側領域（図中の
下側領域）には、日付情報とともにデジタルカメラ名称（ＡＢＣ）７０３がプリントされ
ている。
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【０１１３】
このように、本実施の形態の画像プリントシステムでは、デジタルカメラで撮像した画像
をプリンタでプリントアウトする場合、デジタルカメラとプリンタとの間で赤外線通信を
行うことによって、従来のようにパーソナルコンピュータをデジタルカメラとプリンタと
の間に介在させることなくデジタルカメラで撮像した画像をプリンタから直接プリントア
ウトすることができ、また、デジタルカメラで撮像した画像とともにその画像に対応付け
られている付加情報がプリンタに送信され、プリンタで画像の付加情報が用紙の画像プリ
ント領域の外側領域に自動的にプリントされるから、その付加情報から画像の撮影日、使
用したカメラなどを知ることができ、プリントアウトされた用紙を用いて撮像した画像の
管理を容易に行うことができる。
【０１１４】
なお、本実施の形態では、撮影日などの日付データとデジタルカメラ名称とからなる付加
情報を用いているが、さらにデジタルカメラのシャッタースピード、接写、広角、望遠な
どの設定した撮影モード、画素数、画像データの圧縮率などを含む付加情報を画像データ
に対応付けて格納し、この付加情報を画像データとともにプリントするように設定するこ
とも可能であり、この場合、さらに詳細な撮像時の条件、設定内容がプリントアウトの結
果から把握することが可能になる。
【０１１５】
また、付加情報の項目を適宜選択可能にするための手段をデジタルカメラに設けるように
構成することもできる。
【０１１６】
さらに、付加情報の項目の中にキー入力によって入力する項目例えばタイトル、撮影場所
、天候、メモなどの項目を設定し、この項目を選択して対応する情報をキー入力によって
書き込むようにすることもできる。
【０１１７】
（実施の第５形態）
次に、本発明の実施の第５形態について図１８ないし図２０を参照しながら説明する。図
１８および図１９は本発明の画像プリントシステムの実施の第５形態におけるデジタルカ
メラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のプリンタのＣＰＵによる制御
動作を示すフローチャート、図２０は本発明の画像プリントシステムの実施の第５形態に
おけるプリンタからの画像出力例を示す図である。
【０１１８】
本実施の形態は、上述の実施の第４形態に対し、デジタルカメラから付加情報がプリンタ
に送信されないときに、プリンタにおいて付加情報を生成し、この生成した付加情報を用
紙における画像のプリント領域の外側領域にプリントする点で異なり、デジタルカメラお
よびプリンタの構成およびそれらの間の通信方式は同じである。
【０１１９】
本実施の形態においては、図１８に示すように、ステップＳ１８０６を除きステップＳ１
８０１からステップＳ１８１１までの処理内容が上述の実施の第４形態における図１６に
示すステップＳ１６０１からステップＳ１６１０までの処理内容に同じであり、同じステ
ップの説明は省略または簡単に述べ、異なるステップについて詳細に説明する。
【０１２０】
図１８を参照するに、プリントデータのプリントが終了すると、ステップＳ１８０６にお
いて、デジタルカメラ１０１からプリントデータとともに付加情報が送信されたか否かを
判定し、付加情報が送信されていないときには、図１９に示すステップＳ１８１２に進む
。ステップＳ１８１２では、図１９に示すように、計時装置３１２から日付データを取得
し、続くステップＳ１８１３では、取得した日付データを文字コードに変換する。
【０１２１】
次いで、ステップＳ１８１４に進み、ＲＯＭ３０２から文字コードに対応するフォントデ
ータを読み出し、続くステップＳ１８１５で読み出したフォントデータをプリンタエンジ
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ン制御回路３０８へ内部バス３１０を介して転送する。フォントデータを受けたプリンタ
エンジン制御回路３０８は、該フォントデータに基づき対応する文字（プリントした日付
）を用紙における画像プリント領域の外側領域にプリントするようにプリンタエンジン３
０９を制御する。
【０１２２】
次いで、ステップＳ１８１６に進み、ＲＯＭ３０２からプリンタ名称の文字コードを取得
し、続くステップＳ１８１７で、ＲＯＭ３０２から取得した文字コードに対応するフォン
トデータを読み出し、そしてステップＳ１８１８で読み出したフォントデータをプリンタ
エンジン制御回路３０８へ内部バス３１０を介して転送する。フォントデータを受けたプ
リンタエンジン制御回路３０８は、該フォントデータに基づき対応する文字（プリント名
称）を用紙における画像プリント領域の外側領域にプリントするようにプリンタエンジン
３０９を制御する。
【０１２３】
次いでステップＳ１８１１に進み、 IrDAの通信プロトコルに従いデジタルカメラとの通信
コネクションを切断し、用紙を出力して本処理を終了する。
【０１２４】
このようにして、デジタルカメラから付加情報が送信されないときには、プリンタにおい
て付加情報（プリントの日付、プリンタ名称）が生成され、デジタルカメラで撮像された
画像と該画像のプリント領域の外側領域に上記生成された付加情報とがプリントされてい
る用紙がプリンタから出力される。例えば、図２０に示すように、デジタルカメラ１０１
で撮像された画像（液晶表示部２０８に表示された選択画像）９０２がプリントされ、こ
のプリントされた画像９０２のプリント領域の外側領域（図中の下側領域）に印刷日およ
びプリンタ名称（ＸＹＺ）９０３がプリントされた用紙９０１が出力される。
【０１２５】
このように、本実施の形態の画像プリントシステムでは、デジタルカメラ１０１から付加
情報が送信されないときにプリンタ１０２において付加情報を生成し、この生成した付加
情報を用紙における画像のプリント領域の外側領域に自動的にプリントするから、その付
加情報から画像の印刷日、使用したプリンタなどを知ることができ、この印刷日などから
画像の撮像日を推測することが可能になる。
【０１２６】
【発明の効果】
　以上に説明したように、 によれば 作に手間を掛けることなく、撮像装置で撮
像された画像を印刷装置で印刷出力することができる。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の画像プリントシステムの実施の第１形態の構成を示すブロック図である
。
【図２】図１のデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図３】図１のプリンタの構成を示すブロック図である。
【図４】図１のデジタルカメラの背面側を示す外観図である。
【図５】図１のデジタルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合にお
けるデジタルカメラのＣＰＵによる制御動作を示すフローチャートである。
【図６】図１のデジタルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合にお
けるデジタルカメラのＣＰＵによる制御動作を示すフローチャートである。
【図７】図１のデジタルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合にお
けるプリンタのＣＰＵによる制御動作を示すフローチャートである。
【図８】図１のデジタルカメラで撮像した画像をプリンタでプリントアウトする場合にお
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本発明 、操
具体的には、撮像装置から受信す

る画像データが種類の異なる画像データであっても、該画像データを適正に印刷すること
ができる。しかも、一旦データ変換プログラムを情報処理装置から受信して保存した後は
、これに対応した画像データを印刷する場合には、情報処理装置を必要とせずに撮像装置
から直接画像データを取り込んで印刷することができる。



けるプリンタのＣＰＵによる制御動作を示すフローチャートである。
【図９】図１のデジタルカメラにおけるプリントモードの選択画面表示例を示す図である
。
【図１０】図１のデジタルカメラに適用可能な他のモードの選択画面表示例を示す図であ
る。
【図１１】本発明の画像プリントシステムの実施の第２形態の構成を示すブロック図であ
る。
【図１２】本発明の画像プリントシステムの実施の第３形態の構成示すブロック図である
。
【図１３】本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のデジタルカメラのＣＰＵによる制御動
作を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のデジタルカメラのＣＰＵによる制御動
作を示すフローチャートである。
【図１５】本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のデジタルカメラのＣＰＵによる制御動
作を示すフローチャートである。
【図１６】本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のプリンタのＣＰＵによる制御動作を示
すフローチャートである。
【図１７】本発明の画像プリントシステムの実施の第４形態におけるプリンタからの画像
出力例を示す図である。
【図１８】本発明の画像プリントシステムの実施の第５形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のプリンタのＣＰＵによる制御動作を示
すフローチャートである。
【図１９】本発明の画像プリントシステムの実施の第５形態におけるデジタルカメラで撮
像した画像をプリンタでプリントアウトする場合のプリンタのＣＰＵによる制御動作を示
すフローチャートである。
【図２０】本発明の画像プリントシステムの実施の第５形態におけるプリンタからの画像
出力例を示す図である。
【図２１】従来の画像プリントシステムの構成例を示す図である。
【符号の説明】
１０１　デジタルカメラ
１０２　プリンタ
１０３，１０４　赤外線Ｉ／Ｆ
１０５　赤外線
２０１，３０１　ＣＰＵ
２０２，３０２　ＲＯＭ
２０３，３０３　ＲＡＭ
２０４　フラッシュメモリ
２０５　撮像部
２０８　液晶表示部
２１１，３０７　スイッチ群
２１５，３１１　計時装置
３０８　プリンタエンジン制御回路
３０９　プリンタエンジン
９０１　パーソナルコンピュータ
１２０１　シリアル通信ケーブル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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